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モノづくり工房・工作体験教室 電気で動くイルカ           
３月２８日（土）、教育プラザで行わ

れたモノづくり工房・工作体験教室を

紹介します。午前の部に参加した５名

の児童たちは、指導講師の説明を真剣

に聞きながら、自分の作品作りに集中

して作業をしていました。今回の工作

体験は、電磁石と永久磁石で動くイル

カ作りです。電磁石と永久磁石の吸引

力と反発力を利用して、振り子（イル

カ）が動き続ける作品です。 

ボックス（箱）の中に組み入れた電池と２個のコイル（サーチ

コイルとドライブコイル）で電磁石を作り、振り子（イルカ）に

は永久磁石を取り付けます。振り子のイルカ（Ｓ極）がコイルに

近づくとスイッチが働き、ドライブコイルに電気が流れ、コイル

の上部がＮ極の電磁石となってイルカを引きつけます。イルカが

コイルの真上にくると、ドライブコイルの電気が切れ、イルカは

惰性で大きく振れます。イルカがまたコイルに近づくと、コイル

は電磁石となりイルカを引きつけます。この繰り返しでイルカは振り子運動を続けるのです。今回の

工作体験の作業ポイントは、２個のコイル作りにあります。サーチコイルは、約７０ｍのエナメル線

を巻いてコイルにします。この作業は、時間と操作技

術が要求されるので、日立理科クラブで前もって作っ

たものを使いました。ドライブコイルは、約１２ｍの

エナメル線を巻いて作ります。児童たちは、コイルが

均等になるように、エナメル線を慎重に巻いていきま

した。また、回路の中に LED を取り付け、LED が点灯

する様子も分かるようにしています。児童たちは、た

くさんのパーツを１つずつ、手順通りに組み立ててい

きます。約２時間の作業で全員の「電気で動くイルカ」作りが完成です。振り子運動を続けるイルカ

の動きに目を細めて喜んでいる様子が見られ、貴重な作品作りになったのではないかと思います。 

参加した豊浦小６年・笹村友哉君は、次のように

感想を述べていました。 

「今年は、工作体験教室に７、８回ぐらい参加して

います。自分で作ったものが動かせるのがとてもお

もしろいです。」「特におもしろかったのは、水ロケ

ット作りと、今回のイルカ作りです。」「今回の作品

は、いつものよりもできが良かったと思います。」と、

笑顔で話をしてました。将来は、宇宙開発エンジニ

アになりたいという夢を持っていて、中学になった

ら、日立理科クラブの理数アカデミーで科学の勉強

をしたいということも話してくれました。今回の作

品を、親に見せて自慢したいと子どもらしい一面も覗かせていましたが、参加ししている児童たちは、

モノ作りが大好きで、自分の作品にとても愛着

を持っていることがよくわかりました。 
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